
ふくろう食品　業務フロー　（業務フローは一例です。）

ふくろう食品版では、以下の業務フローを想定しています。

仕入→売上

仕入金額、輸入経費確定

売上原価再計算　　　

輸入経費入力

仕入入力(修正)

・ 仕入伝票No 001

・ 仕入先：仕入先A

・ 商品：魚

・ ロットNo 0001（手入力）

・ 仕入重量 １０kg

仕入入力

売上入力

・ 売上伝票No 001   

・ 得意先：魚屋A

・ 商品：魚

・ ロットNo 0001(ロット別在庫一覧から選択 手入力不可)

・ 売上重量 １０ｋｇ

・ 売上数量 ５匹

・ 売上単価 １０,０００円

・ 仕入伝票 No 001

・ 仕入金額 ２５,０００円

・ 仕入単価 ５,０００円（登録後、自動計算）

２５,０００円÷５匹（仕入金額÷数量＝仕入単価）

入金入力

・ 仕入先：配送業者A

・ 仕入伝票No 001

・ 関税 ２,５００円

・ 諸経費 １,５００円

仕入先Aに対して支払

売上入力(修正)

売上原価再計算

・ 売上伝票No 001

・ 期間 2014/4/1～2014/4/30

・ 売上伝票No 001

・ 売上原価 ２９,０００円（２５,０００円＋４,０００円）

・ 売上原単価 ２,９００円（２９,０００円÷１０Kg） 重量原単価

・ 売上原単価 ５,８００円（２９,０００円÷５Kg） 数量原単価

・ 粗利 ７１,０００円 （１００,０００円ー２９,０００円）

納品書

受領書

配賦がある場合は仕入金額基準で関税＋諸経費を按分

仕入重量、数量のみ入力

仕入金額、輸入経費は確定していない場合、未入力
いい魚が5匹入っ

たから送るよ

いい魚５匹ください

商品登録でロット商品の売上原単価が重量単価の場合、

売上入力時に重量入力してなければエラー表示

仕入金額と輸入経費確定したから

入力しよう

支払入力

支払入力 配送業者Aに対して支払

前に売れた魚５匹の

粗利はどれくらいあるかな

単価区分が重量の場合 重量×売上単価＝売上金額

単価区分が数量の場合 数量×売上単価＝売上金額

期間指定で再計算を一括で行うことが可能

売上原価再計算すると

売上原価＝配賦金額＋仕入金額

売上原単価＝売上原価÷重量 重量単価の場合

売上原単価＝売上原価÷数量（配賦後単価） 数量単価の場合

売上実績表

売上分析表

などでも粗利確認

魚屋Ａ

仕入先Ａ


